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北海道幌延地域の沿岸域における抵透水性堆積岩中の古水文履歴
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近年，日本では高レベル放射性廃棄物の地層処分や二酸化炭素の地球貯留といった新たな地下空
間の活用法が検討されており，沿岸域も対象地域の一つとして注目されている。沿岸域において
これらの事業を行なうためには，埋設物に直接影響を与える可能性のある地下水や地球規模の環
境変化に起因する塩淡境界の挙動を正確に把握することが非常に重要な課題となっている。しか
しながら，沿岸域における深部地下水の研究は，世界的にも数が少なく，また沿岸域の低透水性
堆積岩中の地下水や間隙水の挙動や滞留時間に関する研究は，ほとんど行なわれていない。そこ
で本研究では，滞留時間を含めた沿岸域の深部地下水の挙動を明らかにするため，北海道幌延町
の浜里地域において大規模なオールコアボーリングを行い，採取されたコアサンプルから遠心分
離法や圧縮抽水法を用いて吸着力の異なる間隙水を段階的に抽出し，間隙水の地球化学的情報か
ら古水文履歴の解明を行なっている。
 本発表では，異なる吸着力を持つ間隙水の分析結果から沿岸域における水文環境の変遷と，本
研究の今後の発展性について報告する。
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